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2……アドバンスコープADSホール催物、年金通信
3～7……名張市議会だより
8……防災トピック「名張市防災講演会」、親子すくすく行事

人口と世帯数
4月1日現在　（　）は前月比

人口　82,196 人（－ 294人 )　　男　39,748 人 （－ 165人）　 女　42,448 人（－ 129人）　世帯数　32,451 世帯（－ 5世帯 )

伝統を知り、住むまちに誇りを！
　

関
西
に
春
を
告
げ
る
東
大
寺
二
月

堂
で
行
わ
れ
る
修
二
会
（
お
水
取

り
）
。
こ
れ
に
用
い
ら
れ
る
松
明
木

を
納
め
て
い
る
の
が
赤
目
町
一
ノ
井

の
住
民
で
構
成
さ
れ
る
「
伊
賀
一
ノ

井
松
明
講
」
の
皆
さ
ん
で
す
。
こ
の

松
明
調
進
行
事
は
、
約
７
６
０
年
前

に
、
土
地
の
道ど

う
か
ん観
長
者
の
遺
言
で
始

ま
っ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
多
く
の

歴
史
・
文
化
を
次
代
に
伝
え
る

歴
史
・
文
化
を
次
代
に
伝
え
る

約30kgの松明を担ぎ険しい峠
を越える近大高専生
（3月12日）

▲松明山から檜
ひのき

の丸太を運び出す
名張高校生（2月11日）

▲松明木の作り方を教える「春を呼ぶ会」会員（2月11日）

名張青年会議所の企画委員長を
していた時に、伝統行事をな
くしてはならないと「伊賀一

ノ井松明講」の福岡講長（当時）に行
事への協力を申し出ました。地域住民
以外を行事に参加させることに抵抗が
あったとは思いますが、快く了承いた
だきました。また、それまでの電車に
よる奉納を、昔の寄進方法に近づくよ
うに、旧笠間小学校（奈良県）まで徒
歩で運んでいただくようにもお願いし
ました。

わたしたちは、伝統行事を守ることはもちろんです
が、行事を市民の皆さんにも広く知ってもらい、そ
して、住んでいるまちに誇りを持っていただきたい

と考えています。ここ数年は松明寄進にたくさんの参加があ
り、やっと、市民の皆さんに認知されてきたと感じていま
す。3年前からは名張高校生にも松明作りに参加してもらっ
ています。学校では学ぶ機会の少ない地元の歴史・文化を
知ってもらいたいですし、また、大人たちと触れ合うこと
で、人としても成長してもらえればうれしいですね。今年
は、近大高専生にも寄進に参加してもらいましたが、これか
らも多くの若者に参加を呼びかけていきたいです。

松明調進行事の歴史の中では、わたしたちが協力でき
るのは本当に短い期間ですが、これからも伝統文化
を子どもたちに伝える活動を続け、後世に歴史・文

化をしっかりと引き継いでいきます。

 

文
化
生
涯
学
習
室 

 

63
‐
７
８
９
２

人
々
の
支
え
に
よ
っ
て
伝
統
が
引
き
継

が
れ
、
松
明
調
進
行
事
は
、
当
時
の
様

子
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る
貴
重
な

文
化
遺
産
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

以
前
は
、
「
松
明
講
」
の
後
継
者
不

足
、
高
齢
化
が
問
題
と
な
っ
て
い
ま
し

た
が
、
昭
和
63
年
に
名
張
青
年
会
議
所

の
メ
ン
バ
ー
が
、
伝
統
行
事
を
守
ろ
う

と
松
明
調
進
行
事
へ
の
協
力
を
始
め
ま

春を呼ぶ会 代表
 福本 進治さん

し
た
。
平
成
13
年
に
は
、
名
張
青
年
会

議
所
Ｏ
Ｂ
が
「
春
を
呼
ぶ
会
」
を
立
ち

上
げ
、
協
力
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、

市
民
の
皆
さ
ん
に
伝
統
行
事
を
知
っ
て

も
ら
お
う
と
松
明
木
を
市
役
所
１
階
ロ

ビ
ー
で
展
示
し
た
り
、
松
明
調
進
行
事

へ
の
一
般
参
加
者
を
募
集
し
た
り
す
る

活
動
を
し
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
平
成

22
年
か
ら
は
、
名
張
高
校
へ
参
加
を
呼

び
か
け
、
体
験
学
習
や
地
域
貢
献
と
し

て
次
代
の
若
者
た
ち
の
積
極
的
な
参
加

を
進
め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
活
動
が
名
張
ユ
ネ
ス
コ
協
会
に

推
薦
さ
れ
、
平
成
23
年
12
月
、
「
春
を

呼
ぶ
会
」
は
日
本
ユ
ネ
ス
コ
協
会
連
盟

の
「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
未
来
遺
産
」
に
県

内
で
初
め
て
登
録
さ
れ
ま
し
た
。　

▲

▲「プロジェクト未来遺産」の登録証
が「春を呼ぶ会」に授与（3月10日）

東
大
寺
二
月
堂
で
行
わ
れ
る
修し
ゅ
に
え
二
会
（
お
水
取
り
）
に
用
い
ら
れ
る
松
明
を
納

め
る
「
伊
賀
一
ノ
井
松
明
調
進
行
事
」。
約
７
６
０
年
続
く
伝
統
行
事
で
す
。

こ
の
行
事
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
る
の
が
「
春
を
呼
ぶ
会
」。
高
校
生
に
文
化
を
伝

え
、
体
験
さ
せ
る
活
動
が
評
価
さ
れ
、
日
本
ユ
ネ
ス
コ
協
会
連
盟
の
「
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
未
来
遺
産
」
へ
登
録
さ
れ
ま
し
た
。

今
号
で
は
、
歴
史
・
文
化
を
次
代
に
伝
え
る
「
春
を
呼
ぶ
会
」
の
活
動
を
紹
介

し
ま
す
。
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64‐3478 物
催アドバンスコープ

ホールＡＤＳＡＤＳ

■ 第3回濱口尚子バレエアカデミー発表会       
日時　5月3日□祝  午後4時～6時
◎入場無料
 濱口　  090‐3874‐5940

■ 交通安全協会　総会・表彰式　       
日時　5月19日土  午後1時15分～3時30分
◎入場無料
 名張地区交通安全協会　  63‐1705

■ ロード歌の祭典　カラオケ愛好会
日時　5月27日日　午前9時30分～午後6時
◎入場無料     
 歌謡シアターロード　  64‐0852

★★★★★★★★★ 年金相談をご利用ください ★★★★★★★★
日時　5 月 8日火・22日火 午前 10時～午後 3時（受付は午後 2時 45分まで）
場所　産業振興センターアスピア（南町）　  保険年金室　  63‐7445

国津の杜
も り

の行事
はぐくみ工房あららぎ   62‐6920

陶芸教室 
白磁の土で花器を作りましょう

日時　4月 26日木　午前 9時 30分～正午
講師　角

かくたに

谷 英
えいめい

明さん
定員　12人　　参加費　2,800 円
持ち物　作業がしやすい服装、手拭きタオル、
エプロン
韓国料理教室
李
イ

辰
チンスク

淑さんおすすめの韓国料理を作りましょう
日時　4月 28日土　午前 10時～正午
講師　李

イ

 辰
チンスク

淑さん
定員　12人　参加費　1,200 円
持ち物　エプロン、三角巾、手拭きタオル

☆　☆　☆　☆　☆
申込　4月 16 日月から 23 日月までに、電
話で問い合わせ先へ　

※先着順。参加者が少ない場合は中止。参
加費には材料費を含みます。

▼４月上旬に国民年金保険料の納付書を送付します。
▼保険料を前納すると保険料が割引きになります。

国民年金保険料は前納がお得！

　前納の場合は、納付書の「使用期限」にご注意の上、領収（納付受託）日付印欄に「前納」（1
年分）、「上期」「下期」（6ヵ月分）と記載された納付書をご使用ください。なお、納付書（現
金）での前納は、1年分または 6ヵ月分以外の期間を前納していただくこともできます。
◎詳しくは、津年金事務所（ 059‐228‐9188）へ

●平成 24年 4月から平成 25年 3月分まで 1年分を前納（納付期限 5月 1日）
　　179,760 円（月額14,980円×12ヵ月）が 176,570 円に → 3,190 円の割引
●平成 24年 4月から平成 24年 9月分まで 6ヵ月分を前納（納付期限 5月 1日）
　　89,880 円（月額14,980円×12ヵ月）が 89,150 円 に → 730円の割引

例
え
ば
…

日時　5月18日金・25日金・28日月・30日水
午前10時～正午　※28日のみ午前9時～正午

場所　こども支援センターかがやき（桔梗が丘
西3）※28日は防災センター（鴻之台1）

内容　子どもの安全と病気、救急法、子ども
の遊び など

対象　市内在住で、ボランティア登録後「親
子で遊ぼう」「かがやきフェスタ」など
の、こども支援センターの事業にご協力い
ただける人　※4日間の受講が必要

定員　10人　※先着順
申込　4月17日火から28日土までに電話か
ファクスで住所、氏名、電話番号、生年月
日、託児希望の人は子どもの名前、性別、
生年月日を問い合わせ先へ　◎受講無料。
託児あり（6ヵ月～就園前の子ども）

 こども支援センターかがやき
　  67‐0250　  66‐5650

「子育て支援ボランティア養成
講座」受講者を募集

　法律が改正され、公的年金などの収入合計
金額が400万円以下の人の中には、所得税の確
定申告をする必要がない人がいます。
　しかし、確定申告をする必要がない人で
も、住民税申告が必要な場合がありますの
で、お忘れの人は、早めに申告してください
（例えば、毎年確定申告時に所得税を支払う
必要がある人など）。
収入が公的年金のみで次の人は住民税申告不要
▼65歳以上（昭和22年1月1日生まれ以前）で
収入額148万円以下の人

▼65歳未満（昭和22年1月2日生まれ以降）で
収入額98万円以下の人

◎詳しくは課税室にお問い合わせください。

 課税室　  63‐7429

年金受給者の皆さんへ
住民税申告をお忘れなく

　「子育てをしながら仕事をしたい」「仕事
と子育ての両立が難しいので、転職したい」
そんな希望をお持ちの皆さんを支援します。
マザーズコーナー
日時　午前8時30分～午後5時15分　※土・日
曜日、祝日、年末年始を除く

場所　ハローワークプラザ名張（総合福祉セ
ンターふれあい1階／丸之内）

支援内容　▼予約・担当者制による個別相談
　▼求人情報の提供や保育サービスの情報提供
　▼履歴書などの書き方や面接のアドバイス
　▼就職支援セミナーの案内　など

 ハローワークプラザ名張　  63‐0900

「子育てしながら仕事をしたい」
を支援。マザーズコーナー開設

日時　7月14日土　▼午後2時～ ▼午後6時～
場所　アドバンスコープADSホール（松崎町）
入場料　前売4,800円、当日5,300円
　※友の会会員4,500円
発売日　4月17日火～※友の会会員先行発売中
◎スペシャルゲストには三山ひろしが登場。
来場者全員に伍代夏子の新曲CDをプレゼント

 アドバンスコープADSホール
　  64‐3478

全員に新曲CDのプレゼント
「伍代夏子　演歌祭り」を開催

日時　4月22日日 午前8時30分～午後3時
場所　久居駐屯地（津市久居新町）
内容　訓練展示、音楽演奏、戦車の体験試乗　
など　◎参加無料。申込不要

 陸上自衛隊久居駐屯地 広報室
　  059‐255‐3133

陸上自衛隊久居駐屯地開設
60周年記念行事を開催

▼みえ地域コミュニティ応援ファンド助成金
対象事業　農林水産物や観光資源などの地域資
源を活用した商品づくりやサービスの提供、
地域の課題解決に向け新たに地域の特性を生
かし、ビジネスの手法で取り組む事業

▼みえ農商工連携推進ファンド助成金
対象事業　農林漁業者と中小企業などの連携に
よる新商品開発や新サービス提供や販路開拓

◇　◇　◇　◇　◇　◇　◇　◇

募集期限　5月18日金
※応募要件など詳しくは問い合わせ先へ

 三重県産業支援センター地域産業創造課
　  059‐228‐3585

特色あるビジネスの創出を支援
助成金募集のお知らせ

日時　4月15日日 午前10時～午後2時
場所　赤目四十八滝キャンプ場（赤目町長坂）
内容　▼バンド演奏　▼牛汁とフランクフルト
の振る舞い（先着100人）　▼赤目四十八滝
入山券プレゼント（先着100人）

◎参加無料。申込不要

 赤目四十八滝キャンプ場　  63‐9666

赤目四十八滝キャンプ場
本日「春のイベント」を開催



なばり市議会だより

市議会だよりな
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発行■名張市議会

平
成
24
年
度
当
初
予
算
な
ど
49
議
案
を
可
決

平
成
24
年
３
月
定
例
会

　

３
月
定
例
会
（
第
３
５
１
回
）
は
、

３
月
１
日
開
会
、
26
日
閉
会
の
26
日
間

の
日
程
で
行
わ
れ
た
。

　

開
会
日
に
は
、
市
長
の
施
政
方
針
、

教
育
委
員
会
の
教
育
行
政
方
針
が
示
さ

れ
た
。
提
出
さ
れ
た
議
案
は
、
平
成
24

年
度
一
般
会
計
・
特
別
会
計
・
企
業
会

計
の
当
初
予
算
10
件
、
23
年
度
一
般
会

計
・
特
別
会
計
・
企
業
会
計
の
補
正
予

算
10
件
、「
名
張
市
空
き
家
等
の
適
正

管
理
に
関
す
る
条
例
」
な
ど
条
例
制
定

 

一
般
会
計

過
去
最
大
規
模
・
２
６
０
億
５
７
０
０

万
円
を
計
上
す
る
も
赤
字
予
算

　

一
般
会
計
当
初
予
算
は
、
前
年
度
当

初
予
算
と
比
較
し
て
５
・
３
％
増
と
な

っ
て
い
る
。
主
な
事
業
は
、
ソ
フ
ト
事

業
で
は
、
ゆ
め
づ
く
り
地
域
交
付
金
・

土
地
開
発
公
社
清
算
事
業
・
障
害
者
自

立
支
援
費
・
子
ど
も
手
当
給
付
費
・
民

間
保
育
所
措
置
費
・
感
染
病
予
防
事
業

な
ど
で
あ
る
。
ハ
ー
ド
事
業
で
は
、
県

営
ふ
る
さ
と
農
道
整
備
事
業
・（
仮
称
）

　

一
般
会
計
補
正
予
算
は
２
億
４
２
８

０
万
円
の
増
額
補
正
で
、
補
正
後

の
予
算
は
前
年
度
比
３
・
４
％
減
の

２
６
７
億
８
７
２
０
万
円
と
な
っ
た
。

　

当
初
予
算

　

補
正
予
算

　

臨
時
議
会

子
ど
も
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
整
備
事
業
・

（
仮
称
）総
合
教
育
セ
ン
タ
ー
整
備
事
業・

市
民
野
球
場
改
修
事
業
な
ど
で
あ
る
。
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特
別
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計
総
額

１
７
１
億
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０
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円
を
計
上

　

主
な
も
の
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

【
農
業
集
落
排
水
事
業
】

　

比
奈
知
地
区
農
業
集
落
排
水
事
業
・

各
施
設
管
理
費
お
よ
び
公
債
費
な
ど

７
億
２
７
７
０
万
円
。

【
公
共
下
水
道
事
業
】

　

施
設
管
理
費
・
建
設
工
事
費
・
公
債

費
な
ど
16
億
１
９
７
０
万
円
。

【
国
民
健
康
保
険
】

　

保
険
給
付
費
な
ど
79
億
６
６
０
０
万

円
。

 

企
業
会
計

【
病
院
事
業
会
計
】

　

収
益
的
収
入
は
44
億
１
９
５
５
万
円

で
、
収
益
的
支
出
は
49
億
８
８
０
５
万

円
で
あ
り
、
５
億
６
８
５
０
万
円
の
赤

字
予
算
と
な
っ
て
い
る
。

　

資
本
的
収
支
は
、
不
足
す
る
額
が

２
億
６
４
４
２
万
円
で
あ
り
、
一
時
借

入
金
で
措
置
す
る
。

【
水
道
事
業
会
計
】

　

収
益
的
収
入
は
15
億
２
４
３
５
万
円

で
、
収
益
的
支
出
は
16
億
３
８
６
７
万

円
で
あ
り
、
１
億
１
４
３
２
万
円
の
赤

字
予
算
と
な
っ
て
い
る
。

　

資
本
的
収
支
は
、
不
足
す
る
額
が

８
億
４
７
１
２
万
円
で
あ
り
、
損
益
勘

定
留
保
資
金
な
ど
で
補
填
す
る
。

３
件
、「
名
張
市
市
税
条
例
」
な
ど
の

条
例
改
正
11
件
、
指
定
管
理
者
の
指
定

５
件
、
市
道
認
定
な
ど
２
件
、
規
約
変

更
１
件
、
人
事
案
件
２
件
の
全
44
件
で

あ
る
。

　

議
員
提
出
議
案
は
、
名
張
市
議
会
委

員
会
条
例
の
改
正
や
若
者
雇
用
を
め
ぐ

る
ミ
ス
マ
ッ
チ
解
消
を
求
め
る
意
見
書

な
ど
５
件
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
議
案
は
、
本
会
議
・
予
算

特
別
委
員
会
・
常
任
委
員
会
で
慎
重
に

審
議
し
、
全
49
議
案
を
可
決
し
た
。

　

一
般
質
問
は
３
日
間
行
わ
れ
、
９
議

員
が
登
壇
し
、
市
政
全
般
に
わ
た
り
質

疑
し
た
。
今
議
会
は
当
初
か
ら
赤
字
を

見
込
む
予
算
編
成
が
提
出
さ
れ
た
こ
と

に
伴
い
、
市
立
病
院
・
開
発
公
社
の
経

営
健
全
化
・
財
政
の
見
通
し
や
名
張
躍

進
の
た
め
に
地
域
ビ
ジ
ョ
ン
に
よ
る
ま

ち
づ
く
り
な
ど
多
く
の
質
問
が
な
さ

れ
、
市
の
考
え
を
た
だ
し
た
。

　

歳
出
の
主
な
も
の
は
、
病
院
事
業

会
計
へ
の
繰
出
金
３
億
５
０
０
０
万

円
、
国
の
第
３
次
補
正
予
算
の
財
源
を

活
用
し
、
防
災
行
政
無
線
を
追
加
配
備

す
る
た
め
５
５
４
０
万
円
、
同
様
の

財
源
を
活
用
し
て
錦
生
お
よ
び
比
奈

知
小
学
校
の
屋
内
運
動
場
の
耐
震
改

修
工
事
を
前
倒
し
で
実
施
す
る
た
め

３
億
８
８
６
３
万
円
を
計
上
。
そ
の
ほ

か
実
施
設
計
委
託
料
な
ど
既
決
予
算
の

精
査
を
行
っ
て
い
る
。

　

特
別
会
計
補
正
予
算
の
主
な
も
の
は
、

公
共
下
水
道
事
業
２
億
１
６
８
７
万
円

増
額
、
国
民
健
康
保
険
４
３
３
３
万
円

減
額
、介
護
保
険
２
３
８
０
万
円
増
額
、

後
期
高
齢
者
医
療
２
３
９
１
万
円
増
額

な
ど
と
な
っ
て
い
る
。

　

企
業
会
計
補
正
予
算
は
、
水
道
事
業

会
計
３
億
３
４
２
９
万
円
減
額
、
病
院

事
業
会
計
２
億
１
３
６
８
万
円
減
額
と

な
っ
て
い
る
。

　

第
３
５
０
回
臨
時
議
会
が
、
２
月
17

日
に
行
わ
れ
た
。
提
出
さ
れ
た
議
案
は

４
件
で
、
議
案
第
１
号
は
、
職
員
の
公

金
着
服
事
件
を
受
け
「
市
長
及
び
副
市

長
の
給
料
の
減
額
に
関
す
る
条
例
」
の

制
定
。
議
案
第
２
号
は
、
職
員
が
行
っ

た
違
法
行
為
な
ど
に
つ
い
て
そ
の
内
容

な
ど
に
応
じ
厳
正
に
対
処
す
る
た
め
、

「
名
張
市
職
員
の
懲
戒
の
手
続
き
及
び

効
果
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
」
の
制
定
。
議
案
第
３
号
は
、

懲
戒
免
職
処
分
取
消
請
求
事
件
の
和
解

に
つ
い
て
。
議
案
第
４
号
は
、
平
成
23

年
度
名
張
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

６
号
）
で
、
和
解
金
２
８
０
０
万
円
余

を
計
上
す
る
こ
と
が
提
案
さ
れ
た
。

　

こ
れ
ら
の
議
案
を
本
会
議
上
で
慎
重

に
審
議
し
可
決
し
た
。

260億
5,700万円

市税収入
96億
680万円
36.9%

地方交付税
39億7,000万円
15.2%

国庫支出金
31億5,391万円

12.1%

県支出金
18億8,561万円  7.2%

市借入金
37億
3,640万円
14.3%

国庫支出金
31億5,391万円

12.1%

県支出金
18億8,561万円  7.2%

譲与税・交付金
9億8,400万円 3.8%

分担金・負担金・繰入金・使用料・手数料
8億7,678万円 3.4%

その他
13億2,350万円 5.1%

市借入金
37億
3,640万円
14.3%

平成25年度収入より繰入
5億2,000万円 2.0%

市が自由に使える
国からのお金

平成 24年度は赤字予算
のため特例として繰入

※国庫支出金・県支出金
　使い道が定められてい
　る国・県からのお金

収　入

260億
5,700万円

人件費
47億8,492万円
18.4%

人件費
47億8,492万円
18.4%

補助金・交付金等
31億4,150万円

12.1%

福祉費（扶助費）
54億4,661万円
20.9%

その他
37億796万円

14.2%

建設・整備費及び負担金等
27億6,414万円 10.6%

補助金・交付金等
31億4,150万円

12.1%

委託料・使用料・補修費
24億8,928万円 9.6%

福祉費（扶助費）
54億4,661万円
20.9%

借入返済金
37億2,259万円

14.3%

その他
37億796万円

14.2%

建設費・整備費及び負担金等
27億6,414万円 10.6%

支　出

※構成比率は万円未満
四捨五入のため、合
計が合わない場合が
あります。

3　2012年（平成 24年）4月 15日日
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わくわくどきどき議会体験（1月28日開催）わくわくどきどき議会体験（1月28日開催）

平成24年度　一般会計当初予算



なばり市議会だより

質問は議員から提
出された原文を尊
重し、編集して掲
載しています。

一般質問
2012 年（平成 24年）4月 15日日　4

【
清
風
ク
ラ
ブ
】
山
下
松
一

農
業
振
興
策
を
問
う

　

答
弁　

農
業
整
備
を
促
進

名
張
市
の
水
田
農
業
に
は
後

継
者
不
足
と
耕
作
放
棄
地
の

増
加
の
大
き
な
問
題
が
あ
る
が
、
そ

の
解
消
策
は
。

名
張
の
持
ち
味
を
生
か
し
た

「
な
ば
り
農
業
」
を
、
農
業
生

産
者
、
ま
た
消
費
者
と
多
く
の
市
民
の

皆
さ
ん
と
の
相
互
理
解
や
連
携
、
協

力
に
よ
り
進
め
る
。
農
業
委
員
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し
、
担
い
手
育

成
を
行
う
な
ど
耕
作
放
棄
地
の
解
消

に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

水
道
料
金
の
見
直
し

　

答
弁　

平
成　

年
度
目
標
に

名
張
市
の
水
道
料
金
体
系
は

人
口
急
増
当
時
の
水
量
の
需

要
抑
制
の
強
化
と
生
活
用
水
保
護
の

た
め
に
逓て

い
ぞ
う増
料
金
を
採
用
し
て
い
る
。

現
在
の
水
需
要
か
ら
見
れ
ば
そ
ぐ
わ

な
い
料
金
体
系
で
あ
り
、
変
更
す
れ
ば

当
然
水
道
経
営
に
影
響
す
る
が
、
今

後
の
見
直
し
を
問
う
。

名
張
市
の
上
水
道
は
昭
和
39

年
の
給
水
開
始
以
後
、
水
需

要
の
抑
制
と
水
量
確
保
の
た
め
の
逓

増
料
金
の
体
系
で
今
日
ま
で
歩
ん
で

き
た
が
、
水
道
料
金
の
見
直
し
を
25

年
度
を
目
途
に
検
討
す
る
。

【
心
風
会
】
森
脇
和
德

新
セ
ン
タ
ー
計
画
は

　

答
弁　

計
画
を
す
す
め
る

子
ど
も
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー

と
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー
に
つ

い
て
、
平
成
24
年
度
に
別
の
場
所
で

の
計
画
が
出
て
き
た
。
23
年
度
の
投

資
や
24
年
以
降
の
家
賃
が
無
駄
に
な

る
の
で
は
な
い
か
。
こ
れ
は
政
策
変

更
に
よ
る
二
重
投
資
で
は
な
い
の
か
。

両
セ
ン
タ
ー
は
同
じ
建
物
に

入
り
、
国
の
補
助
事
業
を
受

け
る
計
画
だ
。
当
初
は
別
に
開
設
す

る
予
定
で
、
23
年
度
１
５
０
万
円
の

設
計
料
と
年
間
３
１
２
万
円
の
家
賃

を
計
上
し
た
。
家
賃
は
３
年
契
約
を

し
て
お
り
、
新
た
な
場
所
で
の
オ
ー

プ
ン
の
間
、
相
談
業
務
な
ど
を
行
う
。

な
ぜ
赤
字
予
算
編
成
か

　

答
弁　

計
画
の
と
お
り
だ

平
成
25
年
度
か
ら
単
年
度
黒

字
の
見
込
み
で
あ
る
の
に
、

24
年
度
予
算
は
な
ぜ
赤
字
編
成
に
す

る
必
要
が
あ
る
の
か
。
水
道
事
業
会

計
か
ら
資
金
調
達
す
る
な
ど
の
対
応

も
で
き
た
は
ず
だ
。

20
年
度
の
中
期
財
政
見
通
し

で
は
、
24
年
度
に
は
28
億
円

の
赤
字
が
見
込
ま
れ
た
。
そ
こ
で
財

政
早
期
健
全
化
計
画
を
立
て
努
力
し

た
結
果
、
今
年
度
の
赤
字
額
で
あ
る

５
億
２
千
万
円
ま
で
こ
ぎ
着
け
た
。
25

年
度
以
降
は
黒
字
が
見
込
ま
れ
る
た

め
、
他
会
計
か
ら
の
借
り
入
れ
は
行

わ
な
い
判
断
に
な
っ
た
。

【
清
流
ク
ラ
ブ
】
豊
岡
千
代
子

活
性
化
へ
の
提
言

　

答
弁　

ア
イ
デ
ア
を
参
考
に

ま
ち
を
活
性
化
し
て
い
く
た

め
に
は
、「
観
光
産
業
」
と
い

う
観
点
か
ら
の
取
組
み
が
重
要
だ
。
昨

今
、
マ
ラ
ソ
ン
人
口
が
増
え
て
い
る
。

ま
ち
な
か
を
多
く
の
人
が
駆
け
巡
り
、

新
た
に
完
成
す
る
「
温
浴
施
設
」
や
旧

消
防
署
跡
地
な
ど
を
核
と
し
て
、
名

張
の
魅
力
に
触
れ
て
も
ら
う
「
名
張

シ
テ
ィ
マ
ラ
ソ
ン
」
を
提
案
す
る
。

跡
地
に
つ
い
て
は
、
庁
内
で

調
整
し
、「
名
張
シ
テ
ィ
マ
ラ

ソ
ン
」
に
つ
い
て
は
ひ
と
つ
の
町
お

こ
し
の
ア
イ
デ
ア
と
し
て
参
考
に
し

た
い
。

Ｄ
Ｖ
被
害
に
つ
い
て

　

答
弁　

関
係
機
関
と
密
な
連
携

内
閣
府
の
調
べ
に
よ
る
と
、
配

偶
者
か
ら
の
Ｄ
Ｖ
（
※
）
被

害
者
の
97
・
６
％
が
女
性
と
さ
れ
て

い
る
。
母
親
が
Ｄ
Ｖ
を
受
け
て
い
る

家
庭
は
子
ど
も
も
虐
待
を
受
け
て
い

る
ケ
ー
ス
が
多
く
み
ら
れ
る
。
名
張
市

の
実
態
は
ど
う
か
。
被
害
者
へ
の
Ｄ

Ｖ
相
談
の
啓
発
は
ど
の
よ
う
に
し
て

い
る
の
か
。
さ
ら
に
、
Ｄ
Ｖ
被
害
が

発
覚
し
た
場
合
の
対
応
体
制
や
、
保

護
さ
れ
た
被
害
者
へ
の
支
援
を
問
う
。

平
成
23
年
度
中
の
相
談
件
数

は
52
件
で
子
ど
も
の
い
る
家

庭
は
37
件
と
な
っ
て
い
る
。
啓
発
に
つ

い
て
は
県
や
警
察
と
と
も
に
街
頭
啓

発
や
中
学
、
高
校
卒
業
生
へ
の
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
配
布
、
パ
ネ
ル
展
示
な
ど

を
行
っ
て
い
る
。
支
援
に
つ
い
て
は
、

今
後
の
生
活
設
計
を
支
援
し
、
学
校

や
関
係
機
関
と
の
連
携
を
図
る
。

【
公
明
党
】
吉
住
美
智
子

高
齢
者
の
肺
炎
予
防

　

答
弁　
　

歳
以
上
に
接
種
補
助

肺
炎
で
亡
く
な
る
高
齢
者
は
、

年
間
11
万
人
を
超
し
、
死
因

の
上
位
を
占
め
て
い
る
。
予
防
と
し
て

肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
が
有
効

で
、
５
年
以
上
効
果
が
持
続
す
る
。
市

は
平
成
24
年
度
か
ら
75
歳
以
上
の
人

を
対
象
に
、
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
接
種

料
３
０
０
０
円
を
補
助
す
る
予
定
だ
。

県
内
で
補
助
を
実
施
し
て
い
る
自
治

体
で
は
、
ほ
と
ん
ど
が
65
歳
以
上
だ
。

疾
病
の
影
響
や
医
療
費
の
面
か
ら
65

歳
以
上
に
年
齢
を
拡
大
す
べ
き
だ
。

現
在
、
国
で
高
齢
者
肺
炎
球

菌
ワ
ク
チ
ン
の
法
定
接
種
に

向
け
検
討
さ
れ
て
い
る
が
、
対
象
年

齢
は
示
さ
れ
て
い
な
い
。
市
で
は
後

期
高
齢
者
医
療
の
補
助
制
度
を
活
用

し
、
当
面
は
75
歳
以
上
で
実
施
す
る
。

年
齢
拡
大
に
つ
い
て
は
実
施
状
況
を

見
て
研
究
検
討
す
る
。

不
育
症
治
療
へ
助
成
を

　

答
弁　

総
合
的
に
研
究

不
育
症
と
は
、
妊
娠
し
な
い

不
妊
症
と
は
異
な
り
、
妊
娠

は
す
る
が
赤
ち
ゃ
ん
が
育
た
な
い
病

気
だ
。
全
国
で
患
者
数
は
約
１
４
０
万

人
と
推
計
さ
れ
て
い
る
。
原
因
は
人

に
よ
っ
て
違
う
が
、
適
正
な
検
査
と

治
療
を
行
え
ば
85
％
の
人
が
出
産
を

迎
え
ら
れ
る
。
治
療
法
の
ひ
と
つ
に
、

血
が
固
ま
ら
な
い
よ
う
に
す
る
ヘ
パ

リ
ン
注
射
が
あ
る
。
平
成
24
年
１
月

か
ら
保
険
適
用
に
な
っ
た
。
検
査
や

保
険
適
用
外
の
治
療
を
続
け
る
に
は

高
額
負
担
に
な
る
た
め
、
不
育
症
の

治
療
に
対
し
助
成
を
す
べ
き
だ
。

不
育
症
の
専
門
医
は
少
な
く
、

対
象
と
な
る
治
療
の
範
囲
や
、

治
療
を
受
け
る
医
療
機
関
の
限
定
も

あ
り
、運
用
は
難
し
い
。
国
の
動
向
や
、

助
成
を
実
施
し
て
い
る
自
治
体
の
利

用
体
制
と
状
況
な
ど
、
総
合
的
に
研

究
す
る
。

【
日
本
共
産
党
】
三
原
淳
子

地
場
産
業
で
活
性
化
を

　

答
弁　

土
地
柄
を
生
か
し
推
進

改
革
達
成
・
名
張
躍
進
と
言

う
が
、
こ
の
間
の
行
財
政
改

革
で
市
民
に
は
閉へ

い
そ
く塞
感
が
広
が
っ
て

い
る
。
高
齢
者
が
安
心
し
て
暮
ら
し
、

若
者
が
定
着
で
き
る
魅
力
あ
る
名
張

市
に
す
る
た
め
、
削
減
ば
か
り
で
は
な

く
暮
ら
し
を
守
る
福
祉
政
策
と
、
ま
ち

の
活
性
化
が
必
要
で
あ
る
。
自
然
エ

ネ
ル
ギ
ー
事
業
の
推
進
と
地
産
地
消

を
進
め
る
農
業
政
策
で
、
地
場
産
業

の
推
進
を
図
り
、
市
内
の
経
済
が
循

環
す
る
活
力
あ
る
名
張
市
を
目
指
せ
。

財
政
健
全
化
の
た
め
、
市
政

一
新
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
る
行

財
政
改
革
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
平
成

25
年
度
か
ら
単
年
度
黒
字
を
見
込
む

が
、
財
政
が
一
気
に
よ
く
な
る
も
の

で
は
な
く
、
躍
進
の
土
台
と
考
え
る
。

名
張
の
土
地
柄
を
生
か
し
、
間
伐
材

を
含
む
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
で
の
雇
用

創
出
と
、
市
民
の
需
要
に
応
え
る
農

産
物
の
生
産
を
進
め
、
就
農
者
の
収

入
増
と
担
い
手
の
育
成
に
取
り
組
む
。

安
心
の
小
児
医
療
を

　

答
弁　

引
き
続
き
協
議
検
討

子
ど
も
は
よ
く
病
気
や
け
が

を
し
、
容
体
の
急
変
が
あ
る

た
め
、
早
期
の
受
診
と
救
急
医
療
体
制

が
重
要
で
あ
る
。
子
ど
も
医
療
費
無

料
化
は
、
償
還
払
い
の
た
め
、
具
合

が
悪
く
な
っ
て
も
手
元
に
現
金
が
な

い
と
受
診
が
で
き
ず
、
小
児
救
急
は
、

市
立
病
院
当
番
日
の
み
で
あ
る
。
子

ど
も
の
健
康
と
医
療
を
受
け
る
権
利

を
守
る
た
め
、
窓
口
無
料
化
と
、
小

児
救
急
医
療
体
制
の
確
立
を
求
め
る
。

安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
る

環
境
を
整
え
る
た
め
、
ま
ず

は
子
ど
も
医
療
費
助
成
を
小
学
校
６

年
生
ま
で
拡
大
す
る
。
窓
口
無
料
化

は
、
県
の
福
祉
医
療
費
助
成
制
度
検
討

会
で
、
継
続
し
て
協
議
検
討
さ
れ
る
。

市
立
病
院
内
に
小
児
医
療
セ
ン
タ
ー

の
開
設
を
す
す
め
、
小
児
救
急
の
充

実
を
図
る
。

浦
﨑　

陽
介

聴
覚
障
害
者
へ
の
支
援

　

答
弁　

必
要
性
を
認
識

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
放
送
で
行

政
情
報
や
市
長
の
年
始
の
挨

拶
、
地
域
情
報
番
組
や
災
害
時
の
情

報
な
ど
の
放
送
を
聴
覚
障
害
者
の
た

め
に
手
話
や
字
幕
放
送
を
行
う
よ
う

に
㈱
ア
ド
バ
ン
ス
コ
ー
プ
に
お
願
い

し
て
ほ
し
い
。
総
務
省
の
外
郭
団
体

Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｔ
情
報
通
信
研
究
機
構
に
は

２
分
の
１
補
助
金
が
あ
り
活
用
す
る

べ
き
だ
。
平
成
25
年
度
の
申
請
に
間

に
合
う
よ
う
調
整
を
強
く
求
め
る
。

25
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屋
・
家
具
な
ど
の
倒
壊
・
転
倒
に
よ
る

も
の
。
災
害
の
備
え
と
し
て
最
初
に
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、『
家
具

の
固
定
』。
市
民
に
広
め
る
た
め
の
啓

発
が
必
要
だ
。

地
震
へ
の
備
え
と
し
て
自
宅

の
家
具
な
ど
の
転
倒
防
止
策

は
特
に
重
要
と
考
え
て
い
る
。
家
庭
で

で
き
る
減
災
対
策
と
し
て
、
出
前
ト
ー

ク
や
地
域
づ
く
り
組
織
・
自
治
会
な
ど

の
自
主
防
災
組
織
で
実
施
さ
れ
る
防

災
訓
練
な
ど
が
有
効
で
あ
る
。
防
災
セ

ン
タ
ー
の
体
験
コ
ー
ナ
ー
や
広
報
紙

な
ど
に
お
い
て
、
市
民
へ
の
啓
発
を
行

っ
て
い
き
た
い
。

観
光
戦
略
へ
の
提
案

　

答
弁　

早
期
に
策
定
の
指
示

名
張
市
の
観
光
が
こ
れ
か
ら

将
来
に
わ
た
っ
て
飛
躍
し
て

い
く
た
め
に
は
、
従
来
か
ら
あ
る
観
光

資
源
に
加
え
て
新
た
な
魅
力
や
付
加

価
値
を
創
造
し
続
け
な
が
ら
、
戦
略
的

に
観
光
施
策
を
実
施
し
て
い
く
こ
と

が
重
要
で
あ
る
。
中
長
期
的
な
観
光
施

策
の
指
針
と
な
る
「
名
張
市
観
光
戦

略
」
を
策
定
す
る
こ
と
が
必
要
だ
。

名
張
市
の
魅
力
を
発
信
す
る

た
め
、
交
通
戦
略
と
観
光
戦

略
は
車
の
両
輪
と
考
え
る
。
特
に
観
光

戦
略
は
、
名
張
躍
進
に
向
け
て
必
要

だ
。
地
域
ビ
ジ
ョ
ン
も
策
定
さ
れ
、
名

張
市
全
域
を
見
据
え
て
、
長
期
的
に
ゆ

る
ぎ
な
い
戦
略
と
す
る
た
め
に
、
早
期

に
策
定
し
て
い
く
。

【
清
風
ク
ラ
ブ
】
常
俊
朋
子

人
権
啓
発
事
業
の
今
後

　

答
弁　

啓
発
と
支
援
を
継
続

組
織
機
構
の
見
直
し
に
よ
る

人
権
施
策
の
一
元
化
、
効
率

的
な
施
策
展
開
の
具
体
的
な
取
組
み

は
。

教
育
委
員
会
で
は
、「
人
権
・

同
和
問
題
企
業
研
修
会
」
を

市
内
の
企
業
１
６
０
数
社
を
対
象
に

人
権
セ
ン
タ
ー
な
ど
と
共
催
し
て
き

た
。
平
成
24
年
度
か
ら
組
織
・
機
構
見

直
し
を
行
い
、
生
活
環
境
部
人
権
・
男

女
共
同
参
画
推
進
室
と
産
業
部
商
工

経
済
室
と
の
連
携
を
緊
密
に
し
な
が

ら
引
き
続
き
企
業
に
対
す
る
啓
発
や

支
援
に
取
り
組
む
。

鳥
獣
害
防
止
計
画

　

答
弁　

試
験
的
に
導
入

野
生
獣
害
対
策
と
し
て
、
地

域
住
民
・
行
政
・
専
門
家
と

の
連
携
や
仕
組
み
作
り
が
進
め
ら
れ
て

い
る
。農
林
作
物
の
被
害
防
除
対
策
は
。

基
本
的
に
は
捕
獲
・
追
い
払

い
・
農
林
作
物
な
ど
を
守
る

対
策
を
行
っ
て
い
る
。
鳥
獣
の
特
徴
に

適
し
た
対
策
を
、
地
域
・
猟
友
会
・
各

種
団
体
と
協
力
し
、
県
単
位
の
研
修
会

に
参
加
し
て
い
る
。
防
護
柵
や
電
気
さ

く
な
ど
の
取
組
み
に
よ
り
被
害
の
抑

止
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

【
公
明
党
】
石
井
政

年
金
未
納
者
ゼ
ロ
へ

　

答
弁　

制
度
の
周
知
と
啓
発

国
は
、
国
民
が
将
来
に
わ
た

っ
て
安
心
で
き
る
社
会
保
障

制
度
を
確
立
す
べ
き
だ
。
一
時
、
政

治
家
も
マ
ス
コ
ミ
も
公
的
年
金
が
破

た
ん
す
る
と
不
安
を
あ
お
り
若
者
な

ど
の
年
金
未
納
が
加
速
し
た
。
制
度

を
熟
知
し
た
有
識
者
は
、
年
金
財
政

は
揺
る
ぎ
な
い
と
言
っ
て
い
る
。
未

加
入
や
未
納
者
は
、
い
ざ
と
い
う
時
、

障
害
年
金
や
遺
族
年
金
が
受
給
で
き

な
い
。
す
べ
て
の
国
民
の
セ
ー
フ
テ

ィ
ー
ネ
ッ
ト
で
あ
る
公
的
年
金
の
未

加
入
者
を
救
済
す
る
た
め
に
市
も
努

力
す
べ
き
だ
。

年
金
制
度
の
利
点
を
丁
寧
に

説
明
し
て
い
る
が
、
未
納
者

が
多
い
こ
と
も
事
実
だ
。
所
得
に
応

じ
た
免
除
申
請
も
で
き
る
こ
と
を
積

極
的
に
啓
発
し
、
被
保
険
者
を
守
る

観
点
か
ら
制
度
の
周
知
と
啓
発
に
取

り
組
ん
で
い
く
。

ク
レ
ア
チ
ニ
ン
検
査

　

答
弁　

啓
発
に
努
力

健
康
は
だ
れ
も
が
願
い
、
21

世
紀
は
一
人
ひ
と
り
が
健
康

を
管
理
す
る
時
代
と
言
わ
れ
て
い
る
。

腎
臓
は
沈
黙
の
臓
器
と
言
わ
れ
て
い

る
。
悪
化
し
て
、
症
状
が
出
て
き
た
と

き
は
透
析
療
法
や
移
植
を
余
儀
な
く

さ
れ
る
ケ
ー
ス
と
な
る
。
市
の
国
保
特

定
健
康
診
査
項
目
で
ク
レ
ア
チ
ニ
ン

（
腎
臓
ろ
過
量
）
検
査
を
行
っ
て
い
る

が
、
検
査
結
果
に
ク
レ
ア
チ
ニ
ン
の

説
明
が
な
い
。
周
知
徹
底
す
べ
き
だ
。

日
本
の
透
析
患
者
は
毎
年

１
万
人
増
加
し
、
現
在
30
万

人
を
超
え
て
い
る
。
ク
レ
ア
チ
ニ
ン

事
業
主
体
は
放
送
事
業
者
で

あ
り
福
祉
の
担
当
と
し
て
は

情
報
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
観
点
か
ら
検

討
を
し
て
い
た
だ
け
た
ら
あ
り
が
た

い
。
事
業
者
に
対
し
て
お
願
い
を
し

て
い
く
。

競
技
ス
ポ
ー
ツ
支
援

　

答
弁　

検
討
す
る

名
張
市
は
以
前
、
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
へ
の
運
営
補
助
を
行

っ
て
い
た
が
、
現
在
は
な
く
、
少
子

化
な
ど
で
入
団
者
も
減
少
し
て
い
る
。

名
張
市
と
し
て
の
支
援
を
行
う
べ
き

だ
。
市
民
野
球
場
の
改
修
工
事
を
予

定
し
て
い
る
が
ス
ポ
ー
ツ
振
興
く
じ

助
成
の
活
用
を
行
い
、
各
世
代
の
技

術
向
上
・
大
学
の
野
球
合
宿
・
高
校

の
練
習
な
ど
の
た
め
に
ピ
ッ
チ
ン
グ

マ
シ
ン
の
導
入
を
検
討
す
る
べ
き
だ
。

各
中
学
校
に
も
ピ
ッ
チ
ン
グ
マ
シ
ン

が
あ
る
が
、
保
護
者
な
ど
か
ら
の
寄

付
で
行
う
修
繕
な
ど
の
維
持
管
理
は

学
校
管
理
費
で
対
応
す
る
べ
き
だ
。

各
種
目
競
技
協
会
か
ら
の
要

望
も
踏
ま
え
、
市
民
野
球
場

で
の
ピ
ッ
チ
ン
グ
マ
シ
ン
な
ど
先
駆

的
な
取
組
み
を
参
考
に
検
討
す
る
。
中

学
校
の
維
持
管
理
費
は
寄
付
を
い
た

だ
い
た
人
と
協
議
を
行
い
検
討
す
る
。

【
心
風
会
】
幸
松
孝
太
郎

自
分
の
命
を
守
る
に
は

　

答
弁　

家
具
転
倒
防
止
を
啓
発

市
民
が
一
番
望
む
こ
と
は
、

安
心
・
安
全
の
確
保
を
し
て

も
ら
う
こ
と
だ
。
防
災
の
基
本
で
あ
る

自
分
や
家
族
の
命
は
自
分
で
守
る
「
自

助
」
に
つ
い
て
市
の
支
援
策
が
打
ち

出
さ
れ
て
い
な
い
。
阪
神
・
淡
路
大

震
災
に
よ
る
死
者
の
約
８
割
が
、
家

橋
本
マ
サ
子

「
地
域
ビ
ジ
ョ
ン
の
達
成
」

地
域
づ
く
り
委
員
会
の
皆
さ

ん
が
、
大
変
な
ご
苦
労
を
さ

れ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
歴
史
や

資
源
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
計
画

を
立
て
ら
れ
た
。
そ
の
内
容
を
名
張

市
全
体
の
ま
ち
づ
く
り
ビ
ジ
ョ
ン
に

盛
り
込
み
達
成
す
る
こ
と
が
必
要
だ
。

ど
ん
な
手
法
で
反
映
さ
せ
る
の
か
。
地

域
差
が
出
な
い
よ
う
調
整
が
必
要
だ

が
、
ど
の
よ
う
に
対
応
す
る
の
か
。

２
年
間
昼
夜
を
か
け
て
取
り

組
ん
で
い
た
だ
い
た
。
総
合

計
画
に
反
映
し
、
人
材
確
保
・
育
成

を
行
い
な
が
ら
、
担
当
を
つ
け
て
具

体
化
す
る
。

𠮷
田
正
己

「
広
報
費
減
額
の
要
因
は
」

平
成
24
年
度
広
報
費
予
算
は

前
年
度
比
減
と
な
っ
て
い
る

が
、
そ
の
主
た
る
要
因
は
何
か
。

テ
レ
ビ
放
送
業
務
委
託
料
は

増
額
を
し
て
い
る
が
、
配
布

部
数
の
減
少
に
よ
る
広
報
な
ば
り
編

集
・
印
刷
委
託
料
。
配
布
委
託
料
の

減
額
と
、
備
品
な
ど
の
精
査
に
よ
る

減
額
で
あ
る
。

髙
田
稔
嗣

「
被
災
ご
み
受
入
計
画
は
」

東
日
本
大
震
災
か
ら
１
年
が

経
過
し
た
。
当
市
に
お
け
る

被
災
地
ご
み
受
入
計
画
は
。
全
国
的

に
は
、
松
明
の
一
部
に
被
災
材
の
使

用
が
計
画
さ
れ
た
こ
と
に
対
す
る
反

対
運
動
が
あ
っ
た
。
行
政
支
援
が
で

き
て
い
な
い
状
況
で
あ
る
が
、
名
張

市
の
考
え
は
。

被
災
材
の
受
け
入
れ
に
つ
い

て
県
と
市
町
で
現
在
検
討
協

議
中
。

田
合
豪

「
市
民
税
納
付
書
」

歳
入
の
根
幹
を
な
す
、
市
民

の
皆
さ
ん
か
ら
の
市
民
税
・

固
定
資
産
税
の
納
付
書
が
平
成
23
年

度
か
ら
変
更
に
な
っ
た
。
昨
年
の
納

付
段
階
で
混
乱
を
き
た
し
た
が
、
24

年
度
は
改
善
し
た
の
か
。

24
年
度
か
ら
は
、
４
期
分
割

の
納
付
書
に
加
え
、
全
期
前

納
の
納
付
書
を
１
枚
加
え
る
。
振
替

経
費
の
節
約
に
も
な
る
。
市
民
の
皆

さ
ん
に
理
解
を
賜
り
な
が
ら
、
税
の

公
平
性
の
観
点
か
ら
滞
納
者
が
な
い

よ
う
に
徴
収
業
務
に
努
め
る
。

検
査
は
、
腎
臓
障
害
を
早
期
発
見
す
る

た
め
に
有
効
だ
。
今
後
、
啓
発
に
努
め

る
。そ

の
他
の
質
問

転倒防止用家具固定金具

地域ビジョン

◎
各
公
民
館
・
市
民
セ
ン
タ
ー

な
ど
で
閲
覧
で
き
ま
す
。
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富
田
真
由
美

「
待
機
児
童
の
解
消
を
」

保
育
所
の
定
員
が
い
っ
ぱ
い

で
入
れ
ず
、
厳
し
い
経
済
状

況
の
中
で
、
働
き
た
く
て
も
働
け
ず
困

っ
て
い
る
母
親
が
増
え
て
い
る
。
少
子

化
対
策
、
子
育
て
支
援
を
進
め
る
中

で
、
早
急
に
取
り
組
む
べ
き
で
あ
る
。

市
と
し
て
の
支
援
を
求
め
る
。

待
機
児
童
は
平
均
し
て
50
人

か
ら
70
人
お
り
、
半
年
ほ
ど

待
つ
状
態
だ
。
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト

（
※
）
な
ど
で
対
応
し
て
い
る
。
今
後

も
国
の
動
向
を
見
な
が
ら
対
応
し
て

い
く
。

※
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
…
こ
ど
も
支
援

セ
ン
タ
ー
か
が
や
き
で
実
施
す
る
子
育

て
支
援
事
業

議案第 5号

議案番号など

議長　福田博行（会派：清風クラブ）は採決に加わりません。　○は賛成した議員、×は賛成しなかった議員、退は退席した議員

浦
﨑

三
原

橋
本

豊
岡

髙
田

田
合

富
田

細
矢

吉
住

幸
松

森
脇

永
岡

川
合

柳
生

常
俊

森
岡

𠮷
田

山
下

◯

石
井

表決が分かれた案件

会派・議員名 無会派 心風会日本共産党 清流クラブ 公明党 清風クラブ

× × ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 退 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯◯
議案第10号 ◯ × × ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯◯
議案第11号 ◯ × × ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯◯
議案第12号 ◯ × × ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯◯
議案第18号 ◯ × × ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯◯
議案第21号 ◯ × × ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯◯

議員提出 議案第 4号 退 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯◯

　1月19日、名張高校の校長室で、マー
ケティング部 3年生の女子生徒15人と女
性議員とで懇談を行った。女性議員から議
員になった経緯など自己紹介をした後、女
子生徒から将来の進路や就職などの悩みや
結婚について質問が出され、議員から、女
性の生き方、働き方などについてアドバイス
した。生徒からは「人生の先輩として教え、
伝えてもらったことをこれからも生かした
い」、「結婚や子育てなど人それぞれに幸せ
があることが分かった」、「将来の不安に対
し、励ましの言葉を掛けられた。夢をあき
らめないで頑張りたい」などの意見があり、
大変有意義な懇談となった。

　2月14日、名張市議会特別委員会室で、
現在名張市議会が取り組んでいる議会改革
を中心に、県議会の具体例を交えて意見交
換を行った。県道整備状況や国道368号線
の渋滞対策など、懸案となっている事業の
進捗状況の報告もなされた。
　県議会の改革については、議員報酬と政
務調査費などのあり方や、どのように改革を
進めていったのかという説明があり大変参
考になった。意見交換の場面では、陳情や
要請をしているが進展が見られない事業に
ついて、県側の考え方や予算確保・事業の
促進を改めて確認した。県議会議員と市議
会議員の懇談会は大変有意義であり、今後
も定期的に実施していく必要がある。

　２月７日、名張市議会特別委員会室で、「教
育ビジョン」を中心に、具体例を交えて意
見交換を行った。自己紹介を兼ねた抱負で
は、それぞれが、教育に対する熱い思いを
語った。平成 24 年度から中学校の必修科
目となる「柔道」の安全面に対する取り組
みや、適切な指導者の確保など、各教育委
員から前向きな考えが述べられた。なかで
も、「武道」の持つ精神の指導を大切にし
たいとの意見もあった。日本人の心を養う
という観点から、「国旗・国歌を敬う心」につい
て主義主張を超えて話し合われ、世界に誇
れる日本人であってほしいなどの意見が交
わされた。初めての試みではあったが、実
りは多く、次回開催の約束をして閉会した。

女性議員と女子高校生
との懇談会

三重県議会議員（名張市選出）
との懇談会

教育委員と教育民生委員
との懇談会

表決が分かれた表決が分かれた議案議案
● 議案第 5 号　平成24年度名張市一般会計予算について
● 議案第10号　平成24年度名張市国民健康保険特別会計予算について
● 議案第11号　平成24年度名張市介護保険特別会計予算について
● 議案第12号　平成24年度名張市後期高齢者医療特別会計予算について
● 議案第18号　名張市市税条例の一部を改正する条例の制定について
● 議案第21号　名張市介護保険条例の一部を改正する条例の制定について
● 議員提出議案第4号　こころの健康を守り推進する基本法の制定を求める

意見書の提出について

　名張市議会の議会改革検討準備委員会（永岡
禎委員長）が、議会のあり方を協議するために
設置する「議会改革検討委員会」で検討する項
目などをまとめた答申を、福田博行議長に提出
した。議会改革検討委員会は今年 8月をめどに
設置され、検討結果は、平成 25 年12 月をめ
どに議長に答申される。

議会改革検討準備会からの報告 提出された答申書の内容　
■検討委員会の構成メンバー
　各会派から推薦された代表の議員7人、学識
経験者1人、公募を原則とする市民 2人

■検討内容　
　▼議会活動および議員活動の範囲・定義　
 ▼議員報酬 ▼定数 ▼政務調査費 ▼正副議長・
委員の任期 ▼政策立案・提言機能の強化 

　▼監視機能の強化 ▼情報発信・広聴機能の充実
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6月6月6月
6月  8日金
13日水
14日木
15日金
18日月

開会
一般質問
一般質問
一般質問
補正予算

19日火
20日水
21日木
26日火

総務企画委員会
教育民生委員会
産業建設委員会
採決

開会時間は午前 10時からです。ぜひ、傍聴にお越しください。一般質問は
ケーブルテレビで放映されます。

おことわり
議員からのお祝い金など寄付行為につきましては、公職選挙法に
より禁止されています。皆さまのご理解をお願いします。

ご意見・ご要望をお待ちしています

インターネットで会議録を見ることができます
名張市議会、名張市議会事務局（市役所ホームページ内）のホームペー
ジからアクセスできます。  http://www.city.nabari.lg.jp/gikai/

 議会広報特別委員会（議会事務局 63‐7835）

議会の日程（予定）  ※日程を変更する場合があります。

　平成24年1月30日から2月1日までの3日
間、電子入札の取り組み、定住化構想、防災
対策の３件について視察研修を行った。

○電子入札の取り組みについて（福岡市）
　平成15年度に基本計画を策定して、18年
度より本格実施したとの事。ただし、電子入
札の利用範囲を当初はかなり限定した形で
の運用であったが、22年度より広範囲に拡
大させている。入札の公平性の観点ではか
なり優れていると言える。しかし一方で、一
般競争入札や指名競争入札なども併用して
おり、実質的には人員削減にはつながってお
らず、完全実施までは課題も多いようだ。

○定住化基本構想の取り組みについて
（熊本県玉名市）
　平成17年、１市３町が合併して人口が
72,380人に増加したが、22年には70,049
人に減少。そこで対策として、子育て世代の
流入を増やし人口の増加を図る。九州新幹
線の開通により福岡市までの通勤が可能と
なったため、通勤通学定期券補助、駅前駐
車場料金補助、住宅購入補助、リフォーム補
助を行うなど積極的な戦略を行っている。
一方で、駅前整備など全体的なまちづくり
への課題などの懸案もあるようだ。

○防災対策の取り組みについて（熊本市）
　東日本大震災の教訓を踏まえ、即時に地
域防災計画の修正を実施した事は非常に評
価が高い。具体的には、災害対策本部の移
転先職員配備体制、緊急情報の伝達要領の
明確化、避難勧告判断基準、避難場所など
の見直しを図ったと説明を受けた。中長期
対策の検討は12項目あり大変参考になっ
た。また、震災後に即時改訂版を保存版とし
て配布するという機動力は名張市にも求め
たい。

　平成24年１月25日から27日までの３日
間、名張市に必要な「食育推進計画」や「食
育推進条例」など『食育』と『認定こども
園』の3件について視察研修を行った。

○食育推進条例について
（福岡県福津市）
　福津市は、平成18年３月に「食育推進基
本計画」を、その後「食育推進プロジェクト
会議」を設置し、「食育推進計画策定審議
会を開催。そして、平成23年3月に、福津市
食育推進条例を制定した。特徴は、全国で
も珍しい専任制の「食育推進チーム」の設
置や「食育に関するアンケート」などが大変
参考になった。
（福岡県うきは市）
　うきは市は、平成17年12月に「うきは市
食と農と健康を結ぶ食育推進協議会」を設
置し、翌年２月には食育のビジョン「市食育
基本構想」の制定など名張市においても大
いに参考とすべきだ。

○幼保一元化による「認定こども園」
（福岡県宮若市）
　平成18年10月に「就学前の子どもに関す
る教育、保育等の総合的な推進に関する法
律」が制定され、「認定こども園」制度がス
タートした。導入の効果としては、保護者の
さまざまなニーズに対応し、幼稚園児の減
少の解消、保育所の待機児童の解消が図ら
れたこと。「子育て支援機能の拡大」では、
地域の子育てに悩む母親の情報交換の場、
サークル活動の援助、育児相談、講演会、セ
ミナー、育児への援助など、地域における子
育て支援の環境整備が図れたことなど、名
張市が導入する際のヒントになった。

　平成24年1月２３日から２５日までの３日
間、産官学の連携、街路市の取組み、景観計
画・おもてなしマイスター制度について視察
を行った。

○産官学連携について（高知県南国市）
　平成20年より高知工業高等専門学校と
の連携で、地元企業との共同研究、受託研
究や市民、学校対象の公開講座、出前授業
の実績状況等を学んだ。連絡協議会は年2
回開催とのことだが動き出すのに2年かか
り、名張市においても連携を密に取っていく
ことが必要なようだ。

○街路市の取り組みについて（高知市）
　街路市（日曜市）その他にも火曜市、水曜
市、木曜市、金曜市が開かれている。日曜市
での直接購入額は平成17年度の調査で年
間約15億9225万円、それに伴う駐車代、宿
泊費、交通費、土産費といったすべての経済
波及効果をあわせると約128億円強となり
地域経済にかけがえのない資源となってい
る。地元消費者への施策、後継世代への継
承などの課題があるようだ。

○景観計画・おもてなしマイスター制度
について（岡山県倉敷市）

　平成22年度都市景観大賞を受賞、景観
の形成を地域住民との協議、協働できめ細
かいルールづくりを行い積極的に取り組ん
でいる。それと同時にバリアフリー化が難し
い美観地区で、高齢者や障害者など来訪者
の適切な援助や介助の方法を身につけた地
元住民、事業者、ボランティアなどがもてな
す、「おもてなしマイスター制度」が取り組ま
れている。

総務企画委員会視察報告

教育民生委員会視察報告

産業建設委員会視察報告
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地
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1歳6か月児健診

6月5日火・12日火

5月8日火・15日火

3歳6か月児健診

6月19日火・26日火

5月22日火・29日火

生後9ヵ月からの離乳食教室
　5月2日水 午後2時～3時30分　※要予約
★ 乳幼児健康相談（同日 午前9時30分～11時受付）

 健康支援室   63‐6970

保　  健センター（朝日町）の　
 親子すくすく行事

● 22年10月生

● 22年11月生

● 20年11月生

● 20年12月生

　歯周疾患は自覚症状が少なく、進行してか
ら異常に気づくことが多くあります。また、
一度治療しても再発することも多いのです。
　市では、40歳、50歳、60歳、70歳の節目
年齢の人を対象に歯周疾患検診を実施します
（検診受診券は4月下旬に発送します）。
検診実施期間　5月1日火～10月31日水

 健康支援室　  63‐6970

歯周疾患の早期発見・予防のために
「歯周疾患検診」を受診しよう

　今回の東日本大震災では「防災の想定」
にとらわれすぎたことが大きな災害をもた
らしたのではないでしょうか。
　釜石市では、行政が災害想定に基づい
て防潮堤などを整備したことで、住民が
安心し、防災に対する意識が低下していま
した。わたしが防災教育を始める前、釜石
市の子どもたちに「津波がきたら逃げます
か」と質問すると、迷うことなく「逃げな
い」と答えました。この意識は、周りの大人
たちが植え付けたものでした。
　釜石市の子どもたちには、知識を教える
のではなく、災害にどのように向き合い行
動するのかという「主体的な姿勢の防災教
育」を行い、次のような「避難3原則」を伝
えてきました。

■想定にとらわれない　ハザードマップの
浸水想定区域など、行政が想定する災害を
超える災害が当然あると思わなければなり

名張市防災講演会
「釜石の奇跡」から災害時の行動を学ぶ

6 月 1日から「印鑑登録証明書」
発行時に本人確認を行います

　現在、戸籍謄・抄本や住民票の写しなどの各
種証明書発行の際には、本人確認書類の提示が
義務付けられています。
　6月 1日から、「印鑑登録証明書」発行の際
にも、印鑑登録証（赤色の手帳）を持参した人
の本人確認を行いますので、次の書類の提出を
お願いします。
▼ 1点で確認できるもの
　運転免許証、住民基本台帳カード（顔写真付
き）、パスポートなど官公署発行の顔写真付
きの証明書

▼ 2点で確認できるもの
　健康保険証、年金手帳・証書、介護保険証、
各種医療受給者証など官公署発行の証明書

 総合窓口センター　  63‐7440

賃貸住宅の退去時に伴う原状回復に関するトラブル
市役所 1階総合窓口センターにご相談ください！

　アパート、マンションなどの賃貸住宅へ入
居する際には、賃貸借契約に基づき、敷金や
保証金を求められる場合があります。これら
のお金は、賃貸住宅から退去した後、家主が
滞納家賃や原状回復費用（賃貸住宅の修繕費
など）を差し引き、残額を借主に返還すべき
ものと考えられています。
　しかし、現実には、賃貸住宅を退去した後、
家主が敷金や保証金の精算に応じない、敷金
や保証金を超える高額な原状回復費用を請求
する、などのトラブルが発生しています。

■トラブルを回避するために
①退去時には、できる限り家主、管理会社、
仲介業者など（以下、家主側）の立ち会い

の下で部屋の現状を確認する。 
②退去時に示された原状回復費用の内訳につ
いて、家主側に十分な説明を求める。 

③複数の業者から見積りを提示してもらうよ
う、家主側に要求する 。

④家主側との話し合いによる解決が難しい場
合、民事調停や少額訴訟などの手続きをと
ることも含めて、市役所 1階総合窓口セン
ターへ相談してください。

総合窓口センター 情報相談コーナー（市役所1階）
相談日時　月曜日～金曜日　午前 8時 30 分
～午後 5時 15分

※祝日、休日、年末年始を除く

 総合窓口センター　  63‐7416

ません。釜石市では、津波浸水想定区域の
外側で多くの人が死亡しました。
■最善をつくす　「ここまでくれば大丈夫
だろう」ではなく、そのときできる最善の
対応行動をとるということです。
■率先避難者になる　非常事態時、人は避
難するという意思決定ができなくなりま
す。まずは自分が避難することで、その姿
を見た他の人も避難し、結果的に多くの人
を救うことが可能になります。

　「災害であぶなくなったら、行政が避難
勧告を出してくれる」と自分の命を守るこ
とに主体性を持たない。そして「避難勧告
が出てもたぶん大丈夫だから逃げない」と
いう大人が、子どもたちに「逃げる」とい
うことを教えられるはずがありません。自
然は何が起きるか分からないと思っていな
ければなりません。そして、時には、謙虚
に逃げなければならないのです。

防災トピック

　名張市防災講演会が、3月27日、アドバンスコ
ープADSホールで開催され、約600人が参加しま
した。講師は、岩手県釜石市の小・中学校で防災
教育を推進している群馬大学大学院教授の片田敏
孝さん。津波襲来時、学校管理下にあった子ども
たちが全員無事であった「釜石の奇跡」をとおし
て災害時の行動などについて講演されました。
講演内容

広告広告

昭和 47年 4月 1日～昭和 48年 3月 31日
昭和 37年 4月 1日～昭和 38年 3月 31日
昭和 27年 4月 1日～昭和 28年 3月 31日
昭和 17年 4月 1日～昭和 18年 3月 31日

生 年 月 日

40歳
50歳
60歳
70歳

年齢
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